
･ お客様がこのディスク/ソフトウェアの複製を試みた結果生じた損害については、ヤマハ株式会社は一切責任を負いかねますので、ご了承ください。
･ このソフトウェアのディスクは、オーディオ/ ビジュアル用ではありません。一般のCD/DVD プレーヤーでは絶対に使用しないでください。

･ TOOLS for n Version2 CD-ROM およびインストールガイドの著作権はすべてヤマハ株式会社が所有します。

･ Cubase AI DVD-ROM の著作権は、Steinberg Media Technologies GmbH社が所有します。
ヤマハ株式会社では、Cubase AI についてのサポートは一切行なっておりません。

･ 巻末にこのソフトウェアのソフトウェア使用許諾契約が記載されています。ソフトウェアをインストールする前に、必ずこのライセ
ンス契約をお読みください。ディスクを開封すると、この契約に同意したことになります。

･ 付属のソフトウェアおよびインストールガイドの一部または全部を無断で複製、改変することはできません。

･ 付属のソフトウェアおよびインストールガイドを運用した結果およびその影響については、一切責任を負いかねますのでご了承くだ
さい。

･ TOOLS for n Version2 CD-ROM に収録されているソフトウェアを使用したときの n8/n12の動作環境については、下記URL
に最新情報が掲載されています。

･ Cubase AI および動作環境については、下記のURLに最新情報が掲載されています。

･ TOOLS for n Version2 CD-ROM に収録されているソフトウェアは、改良のため予告なしにバージョンアップすることがありま
す。
最新ソフトウェアは、下記URLからダウンロードできます。

･ このインストールガイドに掲載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と異なる
場合があります。

･ 市販の音楽 /サウンドデータは、私的使用のための複製など著作権法上問題にならない場合を除いて、権利者に無断で複製または転
用することを禁じられています。ご使用時には、著作権の専門家にご相談されるなどのご配慮をお願いします。

･ Windowsは、米国Microsoft  ® Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。

･ MacおよびMacintosh は、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。

･ FireWireおよび FireWireシンボルは、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。FireWire ロゴは
Apple Inc. の商標です。

･「MIDI」は社団法人音楽電子事業協会 (AMEI) の登録商標です。

･ その他、このインストールガイドに掲載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

･ アプリケーションのバージョンアップなどに伴うシステムソフトウェアおよび一部の機能や仕様の変更については、別紙または別冊
で対応させていただきます。

ご注意
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付属ディスクのデータは、Windows とMacintoshに対応しています。WindowsとMacintosh ではインストール方法が違います。

ディスクを開封する前に、必ず巻末の「TOOLS for n Version2のご使用条件」をお読みください。 
1 お使いのコンピューターで同梱ソフトウェアが動作することを確認します。.......3 ページ 
2 Cubase AIをインストールします。............................5 ページ 
3 TOOLS for n Version2 をインストールします。.......5 ページ 
4 ソフトウェアを起動します。

これ以降の操作については、n8/n12 またはCubase AI の取扱説明書 ( オンラインヘルプ /PDFマニュアル ) をご参照ください。

NOTE

･ PDFマニュアルをご覧になるには、コンピューターに Adobe Reader( 無償 ) がインストールされている必要があります。
Adobe Readerをお持ちでない方は、下記URLから Adobe 社のページを開き、Adobe Readerをダウンロードしてください。

こんなときは

･ ドライバーの設定を変更したい........ 13ページ
･ ドライバーの削除、再インストールがしたい

Windows XPの場合.................... 8 ページ
Windows Vista/7の場合...........10ページ
Macintosh の場合........................ 12ページ

･ n8/n12との通信ができない
n8/n12取扱説明書の「困ったときは ?」を参照してください。

付属のディスクについて

対応OS(オペレーティングシステム)

ディスクの活用手順

http://www.adobe.com/jp
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド
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付属のディスクについて 
ソフトウェアが２枚のディスクに収められています。

●TOOLS for n Version2

●Cubase AI

付属ディスク (TOOLS for n Version2、Cubase AI) に収録されているソフトウェアをインストールしてお使いいただくためには、以
下の動作環境が必要です。

NOTE

･ お使いのOSによっては、下記の仕様以上の条件を満たす必要があります。
･ 各社 DAWの動作環境については、それぞれの取扱説明書をご参照ください。
Cubaseシリーズの最新バージョン、動作環境については、下記URL に最新情報が掲載されています。

･ TOOLS for n Version2 の最新バージョン、動作環境については、下記URL に最新情報が掲載されています。

■Windows

*1 TOOLS for n Version2のWindows Vista 64ビット版、Windows 7 64ビット版は、下記URL で配布します。

*2 IEEE1394 端子または i.LINK 端子を搭載したコンピューターが必要です。搭載していない場合は、PC またはPCI カードな
どを別途ご用意ください。詳細な動作環境については下記URL をご覧ください。

*3 ノートPC をご使用の場合、ノートPC の制約により、内蔵 IEEE1394 が使用できないことがあります。このようなときは、
PC カードを別途ご用意ください。

重要 !
･ Cubase AI のインストールには、DVD ドライブが必要になります。
･ Cubase AI を継続してご使用いただくために、ユーザー登録とソフトウェアライセンス認証が必要です。登録と認証は、イン

ターネットの接続が必要になります。

ディスクの内容

ソフトウェア名 説明

TOOLS for n
Version2

TOOLS for n Version2 は､「Yamaha Steinberg FW Driver」と「n Extension」の2つのソフトウェアで構成され
ています｡
Yamaha Steinberg FWDriver は、n8/n12をコンピューターに接続して使用するためのドライバーです。最大 3 台
まで（サンプリング周波数が88.2kHz/96kHz の場合は2 台まで）の対応機器を接続して同時に使用できます。
n Extension は、n8/n12 をCubase 4.5/Cubase AI 4.5 などの連携機能に対応した Cubaseと組み合わせて使う
ためのソフトウェアです｡
TOOLS for n Version2 インストーラーにより､これら2 つのソフトウェアがインストールされます｡

ソフトウェア名 説明

Cubase AI

Cubase AIは、幅広い層から支持を受けている Steinberg 社の Cubaseをヤマハ製品専用にアレンジしたスペシャル
バージョンです。
Yamaha n シリーズをはじめとするハードウェア製品との統合機能(Advanced Integration 機能 )を搭載し、統合的な
操作環境を提供します。
また、Cubase AI には Yamaha製シンセサイザーのフラッグシップモデル、MOTIF シリーズから厳選したコンテンツ
データが収録されています。

ソフトウェアの動作環境

http://japan.steinberg.net/

http://www.yamahasynth.com/jp/

OS : Windows XP Professional SP3/XP Home Edition SP3/Vista SP1以降（32 ビット版 (*1))/Windows 7
(32ビット版 (*1))

CPU : Pentium/Athlon 2GHz以上 (Dual Core プロセッサー推奨 )
メモリー : 1GB以上
画像解像度 : 1280 × 800 以上 - フルカラー
インターフェース : S400 ( 転送スピード400Mbps) の IEEE1394端子または i.LINK端子を搭載していること (*2)(*3)
ハードディスク : 100MB 以上の空き容量(TOOLS for n Version2)、1GB 以上の空き容量(Cubase AI)、高速なハードディスク

http://www.yamahasynth.com/jp/downloads/

http://www.yamahasynth.com/jp/
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■Macintosh

*1 TOOLS for n Version2は、Mac OS X 10.4 (Intelプロセッサーを搭載した機種は、10.4.9以降 ) でもお使いいただけます。

重要 !
･ Cubase AI のインストールには、DVD ドライブが必要になります。
･ Cubase AI を継続してご使用いただくために、ユーザー登録とソフトウェアライセンス認証が必要です。登録と認証は、イン

ターネットの接続が必要になります。

OS : Mac OS X 10.5.5、10.6.x (*1)
CPU : PowerPC G5 (Intel Core Duo以上を推奨 )
メモリー : 1GB以上
画面解像度 : 1280 × 800 以上 - フルカラー
インターフェース : FireWire ポートを搭載していること
ハードディスク : 100MB 以上の空き容量（TOOLS for n Version2)、1GB 以上の空き容量(Cubase AI)、高速なハードディスク
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド



Cubase AI DVD-ROMについて 
NOTE

･ すでにCubase 5などの n8/n12との連携機能に対応したCubaseをインストールされている場合は、「Cubase AIのインストール」は不
要です。「TOOLS for n Version2 のインストール」から作業を行なってください。 
1 コンピューターを起動して、管理者権限のあるアカウン

トでログオンします。 
2 Cubase AI DVD-ROMをDVD-ROMドライブに挿

入します。
画面の指示に従ってインストールしてください。

NOTE

･ Cubase AIを継続してご使用いただくために、ユーザー登
録とソフトウェアライセンス認証が必要です。登録と認証
は、インターネットに接続した状態でCubaseを起動した
ときに行なえます。起動時に表示される「今すぐ登録」ボ
タンをクリックし、表示されたすべての項目を入力してく
ださい。登録と認証をされない場合は、インストール後、一
定期間のみご使用いただけます。

TOOLS for n Version2をインストール /アンインストールするときに、ノイズが発生することがあります。これらの操作を行なう前
に、各機器の出力を下げてください。

TOOLS for n Version2は､「Yamaha Steinberg FW Driver」、
「n Extension」の 2つのソフトウェアで構成されています｡
Yamaha Steinberg FW Driver は、n8/n12 本体とコンピュー
ターとの間でオーディオ /MIDI 信号を IEEE1394 ケーブルを通
じて送受信するためのソフトウェアです。最大 3台まで（サンプ
リング周波数が88.2kHz/96kHz の場合は 2台まで）の対応機器
を接続して同時に使用できます。n Extension は、n8/n12 を
Cubase 4.5/Cubase AI 4.5 などの連携機能に対応した
Cubaseと組み合わせて使うためのソフトウェアです｡
TOOLS for n Version2 インストーラーにより､これら 2 つ
のソフトウェアがインストールされます｡

Cubase AI DVD-ROMについて

インストール

TOOLS for n Version2 CD-ROMについて

注意

Windowsをお使いで、mLAN Driver/mLAN Tools が
コンピューターにインストールされている場合
･ mLAN Driver/mLAN Tools V1.6.2 をお使いの場合

は、あらかじめ、V1.6.3 以降にアップデートしておいて
ください。Yamaha Steinberg FW Driver は、mLAN
Driver/mLAN Tools V1.6.2 と互換性がないため、動作
しません。

･ Yamaha Steinberg FW Driver を使用するときは、
mLAN ドライバーを無効（オフ）にしてください。
有効（オン）のままにしておくと、mLAN ドライバーが
IEEE1394 インターフェースを使用するため、Yamaha
Steinberg FW Driver を使用できません。

･ mLAN ドライバーを使用するときは、mLAN ドライバー
を有効（オン）にする前に、Yamaha Steinberg FW
Driver 対応機器の電源を切るか、コンピューターから取り
外してください。

･ コンピューターに複数の IEEE1394 インターフェースを
装着して、mLAN ドライバーで使用する IEEE1394イン
ターフェースと異なるインターフェースに Yamaha
Steinberg FW Driver 対応機器を接続する場合は、これ
らの操作は必要ありません。
5TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド
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インストール前の準備 

1 n8/n12の電源が切れていることを確認します。 
2 n8/n12をコンピューターの IE EE 1394 端子

にハ ブを使 わず直 接つな ぎ、n8/n12 以外の
IEEE1394 機器は、コンピューターから外します。 

3 コンピューターを起動して、管理者権限のあるアカウン
トでログオンします。 

4 [スタート]→(設定→)[コントロールパネル]をクリッ
クします。コントロールパネルが次のような表示のとき
は、画面左上の「クラシック表示に切り替える」をク
リックします。
すべてのコントロールパネルとアイコンが表示されま
す。 

5 [システム]→[ハードウェア]→[ドライバの署名]→[ド
ライバ署名オプション ] で「無視ーソフトウェアをイン
ストールし、確認を求めない」の左側にあるラジオボタ
ンにチェックを入れて、[OK] をクリックします。

NOTE

･ インストールが終了したら、ここでの設定を元に戻してく
ださい。 

6 ([システム]→[ハードウェア]→)[デバイスマネージャ]
の「1394バスホストコントローラ」に「！」や「×」
マークがついていないことを確認します。
「！」や「×」マークがついている場合は、IEEE1394/
i.LINK が使用できない設定になっています。詳細につ
いては、お使いのコンピューターの取扱説明書をご参照
ください。 

7 [OK] ボタンや画面右上の [x] ボタンをクリックして、
デバイスマネージャ画面、システムのプロパティ画面と
コントロールパネル画面を閉じます。 

8 アプリケーションを終了し、使っていないウィンドウを
すべて閉じます。 

9 TOOLS for n Version2 CD-ROMをCD-ROMド
ライブに挿入します。

ソフトウェアのインストール

インストーラーを起動し、以下の 2 つのソフトウェアをイン
ストールします。
・Yamaha Steinberg FW Driver
・n Extension

NOTE

･ インストールの中止には、必ずキャンセルボタンやクローズボ
タンを使用してください。[Ctrl]+[Alt]+[Delete] の操作で中
止したり、インストールの途中で電源をオフにしたりすると、
アンインストールが正常にできなくなる原因となります。 

10 CD-ROMを開き、「setup.exe」をダブルクリックし
ます。
「TOOLS for n Version2 セットアップへようこそ」と
いう画面が表示されます。 

11 [次へ ]をクリックします。

インストール（Windows XPの場合）
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド



TOOLS for n Version2 CD-ROMについて 
12 Yamaha Steinberg FW Driver、n Extensionの
順にセットアップ画面が表示されるので、画面の指示に
従って各ソフトウェアをインストールします。

NOTE

･ インストールされる各ソフトウェアと同じバージョンまたは
新しいバージョンのソフトウェアが、すでにお使いのコン
ピューターにインストールされている場合は、該当するソフ
トウェアのインストールに関する画面は表示されません。

･ インストール中、「ロゴテストに合格していません」という
メッセージが表示された場合は、「続行」をクリックします。
インストールを中止する必要はありません。メッセージが
表示されない場合はそのまま次の手順に進みます。 

13 TOOLS for n Version2のインストールが完了する
と、インストール完了のメッセージが表示されます。
インストールされたソフトウェアを使用するのにコン
ピューターの再起動が必要な場合は、再起動を促すメッ
セージも表示されます。その場合は、「はい、今すぐコ
ンピュータを再起動します。」の左側のラジオボタンに
チェックが入っていることを確認し、[完了 ] をクリッ
クしてコンピューターを再起動します。
再起動を促すメッセージが表示されていない場合は、
［完了］をクリックすると、インストールが終了します。

ドライバーの初期設定

TOOLS for n Version2のインストールが完了したら、ドラ
イバーの初期設定を行ないます。

NOTE

･ Windows Update に接続するかどうかを選択する画面が表示
されることがあります。この場合は「いいえ、今回は接続しま
せん」の左側にあるラジオボタンにチェックを入れて、［次へ］
をクリックします。 

14 「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されま
す。「ソフトウェアを自動的にインストールする (推奨 )」
の左側にあるラジオボタンにチェックを入れて、［次へ］
をクリックします。 

15 インストールが完了すると、インストール完了のメッ
セージが表示されます。
[ 完了 ] をクリックします。

NOTE

･ コンピューターに複数の IEEE1394 インターフェースを装着
している場合、ウィザードが複数回表示されます。各ウィザー
ドを完了させてください。 

16 n8/n12の電源を入れます。
「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されま
す。 

17 「ソフトウェアを自動的にインストールする (推奨 )」の
左側にあるラジオボタンにチェックを入れて、[ 次へ ]
をクリックします。 

18 インストールが完了すると、インストール完了のメッ
セージが表示されます。
[ 完了 ] をクリックします。 

19 「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されま
す。「ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）」
の左側にあるラジオボタンにチェックを入れて、［次へ］
をクリックします。 

20 インストールが完了すると、インストール完了のメッ
セージが表示されます。
[ 完了 ] をクリックします。 

21 「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示されま
す。「ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）」
の左側にあるラジオボタンにチェックを入れて、［次へ］
をクリックします。 

22 インストールが完了すると、インストール完了のメッ
セージが表示されます。
[ 完了 ] をクリックします。
n8/n12の COMPの LEDが点滅したら初期設定が完
了しています。

NOTE

･ コンピューターに新しい IEEE1394 インターフェースを装着
したときや、他の Yamaha Steinberg FW Driver対応機器を
接続したときも、「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表
示されます。ここでの説明と同じ手順でウィザードを完了させ
てください。

インストールを途中で終了した場合について
インストールを途中で終了した場合、ソフトウェアが不完
全な状態で、インストールされている可能性があります。
正しくソフトウェアをインストールするには、もう一度手
順10からやり直して、インストールを行なってください。

Bus ドライバーの初期設定

n series FWドライバーの初期設定

WDM MIDI ドライバーの初期設定

WDM Audio ドライバーの初期設定
7TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド 
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インストール後の確認 

1 ［スタート］メニューから［コントロールパネル］を選
択します。 

2 ［システム］アイコンをダブルクリックして、「システム
のプロパティ」を表示させます。 

3 ［ハードウェア］のタブを選び［デバイスマネージャ］
をクリックします。 

4 「サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラ」の左
側の［+］マークをクリックし、「Yamaha n series
FW」、「Yamaha Steinberg FW Bus」、「Yamaha
Steinberg FW WDMAudio」、「Yamaha Stein-
berg FW WDMMIDI」が表示されていることを確認
します。

ソフトウェアのアンインストール

TOOLS for n Version2をアンインストールするには、以下
の2つのソフトウェアを個別に削除する必要があります。
・Yamaha Steinberg FW Driver
・n Extension 
1 n8/n12の電源が切れていることを確認します。また、

コンピューター上のアプリケーションを終了し、使って
いないウィンドウをすべて閉じます。 

2 [スタート] → ([設定]→)[コントロールパネル] → [プ
ログラムの追加と削除 ] を選択し、「プログラムの追加
と削除」を表示します。 

3 左上の「プログラムの変更と削除」をクリックして選
び、右側のリストの中から「Yamaha Steinberg FW
Driver」/「Yamaha n Extension」を選択します。 

4 アンインストールを実行するには[変更と削除]/[削除]
をクリックします。
ダイアログが表示されますので、画面の指示に従って削
除を実行してください。
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド



TOOLS for n Version2 CD-ROMについて 
インストール前の準備 

1 n8/n12の電源が切れていることを確認します。 
2 n8/n12をコンピューターのIEEE1394端子にハブ

を使わず直接つなぎ、n8/n12 以外の IEEE1394 機
器は、コンピューターから外します。 

3 コンピューターを起動して、管理者権限のあるアカウン
トでログオンします。 

4 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックします。 
5 「ハードウェアとサウンド」→「デバイスマネージャ」

をクリックします。

NOTE

･「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、［続
行］をクリックします。 

6 「1394バスホストコントローラ」に「！」や「×」マー
クがついていないことを確認します。
「！」や「×」マークがついている場合は、IEEE1394/
i.LINK が使用できない設定になっています。詳細につ
いては、お使いのコンピューターの取扱説明書をご参照
ください。 

7 デバイスマネージャ画面右上の「×」をクリックし、さ
らにコントロールパネル画面右上の「×」をクリックし
て、各画面を閉じます。 

8 アプリケーションを終了し、使っていないウィンドウを
すべて閉じます。 

9 TOOLS for n Version2 CD-ROMをCD-ROMド
ライブに挿入します。

ソフトウェアのインストール

インストーラーを起動し、以下の 2 つのソフトウェアをイン
ストールします。
・Yamaha Steinberg FW Driver
・n Extension

NOTE

･ インストールの中止には、必ずキャンセルボタンやクローズボ
タンを使用してください。[Ctrl]+[Alt]+[Delete] の操作で中
止したり、インストールの途中で電源をオフにしたりすると、
アンインストールが正常にできなくなる原因となります。 

10 CD-ROMを開き、「setup.exe」をダブルクリックし
ます。
「TOOLS for n Version2 セットアップへようこそ」と
いう画面が表示されます。

NOTE

･「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、［続
行］をクリックします。 

11 [次へ ]をクリックします。 
12 Yamaha Steinberg FW Driver、n Extensionの

順にセットアップ画面が表示されるので、画面の指示に
従って各ソフトウェアをインストールします。

NOTE

･ インストールされる各ソフトウェアと同じバージョンまた
は新しいバージョンのソフトウェアが、すでにお使いのコ
ンピューターにインストールされている場合は、該当する
ソフトウェアのインストールに関する画面は表示されませ
ん。

･ インストール中に「Windows セキュリティ」画面が表示
された場合は、発行元が「YAMAHA CORPORATION」
であることを確認して、［インストール］をクリックします。

インストール（Windows Vista/7の場合）
9TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド
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13 TOOLS for n Version2のインストールが完了する
と、インストール完了のメッセージが表示されます。
インストールされたソフトウェアを使用するのにコン
ピューターの再起動が必要な場合は、再起動を促すメッ
セージも表示されます。その場合は、「はい、今すぐコ
ンピュータを再起動します。」の左側のラジオボタンに
チェックが入っていることを確認し、[完了 ] をクリッ
クしてコンピューターを再起動します。
再起動を促すメッセージが表示されていない場合は、
［完了］をクリックすると、インストールが終了します。

ドライバーの初期設定

TOOLS for n Version2のインストールが完了したら、ドラ
イバーの初期設定が自動的に行なわれます。

NOTE

･「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、［続行］
をクリックします。 

14 n8/n12の電源を入れます。
n8/n12 のCOMPのLED が点滅したら初期設定が完
了しています。

NOTE

･ しばらく待っても n8/n12 のCOMP の LED が点滅しな
い場合は、コンピューターを再起動してください。

･ コンピューターに新しい IEEE1394 インターフェースを
装着すると、「ユーザーアカウント制御」画面が表示される
場合があります。その場合は、［続行］をクリックしてくだ
さい。

インストール後の確認 

1 ［スタート］メニューから［コントロールパネル］を選
択します。 

2 「ハードウェアとサウンド」→「デバイスマネージャ」を
クリックします。

NOTE

･「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、［続
行］をクリックします。 

3 「サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラ」の左
側の［+］マークをクリックし、「Yamaha n series
FW」、「Yamaha Steinberg FW Bus」、「Yamaha
Steinberg FW WDMAudio」、「Yamaha Stein-
berg FW WDMMIDI」が表示されていることを確認
します。

ソフトウェアのアンインストール

TOOLS for n Version2をアンインストールするには、以下
の2つのソフトウェアを個別に削除する必要があります。
・Yamaha Steinberg FW Driver
・n Extension
以下の手順に従って、各ソフトウェアを削除してください。 
1 n8/n12の電源が切れていることを確認します。また、

コンピューター上のアプリケーションを終了し、使って
いないウィンドウをすべて閉じます。 

2 [スタート]→[コントロールパネル]→「プログラムのア
ンインストール」をクリックし、「プログラムのアンイ
ンストールまたは変更」を表示します。 

3 リストの中から「Yamaha Steinberg FWDriver」/
「Yamaha n Extension」を選択します。 

4 [アンインストールと変更 ]をクリックします。
「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合は、
［続行］をクリックします。
ダイアログが表示されますので、画面の指示に従って削
除を実行してください。

インストールを途中で終了した場合について
インストールを途中で終了した場合、ソフトウェアが不完
全な状態で、インストールされている可能性があります。
正しくソフトウェアをインストールするには、もう一度手
順 10からやりなおして、インストールを行なってくださ
い。
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド 



TOOLS for n Version2 CD-ROMについて 
インストール前の準備 

1 n8/n12の電源が切れていることを確認します。 
2 n8/n12をコンピューターのIEEE1394(FireWire)

端子にハブを使わず直接つなぎ、n8/n12以外の
IEEE1394機器は、コンピューターから外します。 

3 コンピューターを起動して、管理者権限のあるアカウン
トでログインします。 

4 アプリケーションを終了し、使っていないウィンドウを
すべて閉じます。 

5 TOOLS for n Version2 CD-ROMをCD-ROMド
ライブに挿入します。

ソフトウェアのインストール 

6 CD-ROMを開き、「TOOLS for n V2.mpkg」をダブ
ルクリックします。 

7 インストールができるかどうかを判断するプログラム
が含まれている旨のダイアログが表示されたら、[ 続け
る ]をクリックします。
「ようこそ TOOLS for n Version2 インストーラへ」
画面が表示されます。 

8 [続ける ] をクリックします。
「インストール先の選択」画面が表示されます。

NOTE

･ このインストーラーで選択できるのは起動ディスクのみで
す。

･ Mac OS X 10.5/10.6 をお使いの場合は、［続ける］を
クリックすると、「インストールの種類」画面が表示されま
す。 

9 [続ける ] をクリックします。
「インストールの種類」画面が表示されます。 

10 [インストール ]をクリックします。
「認証」画面が表示されます。

NOTE

･ Yamaha Steinberg FW Driverの古いバージョンが、す
でにお使いのコンピューターにインストールされている場
合は、[ インストール] のかわりに[ アップグレード ] と表
示されることがあります。 

11 管理者権限のある名前とパスワードを入力して、[OK]
をクリックします。
インストール後に再起動することを確認する画面が表
示されます。 

12 [インストールを続ける ]をクリックします。
「インストール」画面が表示され、インストールの進行
状況が確認できます。
インストールが終了すると「仕上げ」画面または「概
要」画面が表示されます。

NOTE

･ [ インストールを続ける ] をクリックしたあとは、インス
トールのキャンセルはできません。 

13 [再起動]をクリックしてコンピューターを再起動します。 
14 n8/n12の電源を入れます。

n8/n12 のCOMPのLED が点滅したら初期設定が完
了しています。

NOTE

･ しばらく待っても n8/n12 のCOMP の LEDが点滅しな
い場合は、コンピューターを再起動してください。

インストール後の確認 

1 OS がインストールされているハードディスク ( 通常
Macintosh HD) から [ アプリケーション ]→ [ ユー
ティリティ ]を開き、[Audio MIDI 設定 ] をダブルク
リックします。
「Audio MIDI 設定」画面が表示されます。 

2 [オーディオ装置 ]をクリックし、[プロパティ:] 欄の矢
印をクリックして「Yamaha Steinberg FW」を選
びます。
[オーディオ入力 ]と[オーディオ出力 ]欄に現在のオー
ディオの設定が表示されます。

インストール（Macintoshの場合）

インストールを途中で終了した場合について
インストールを途中で終了した場合、ソフトウェアが不完
全な状態で、インストールされている可能性があります。
正しくソフトウェアをインストールするには、もう一度手
順6からやりなおして、インストールを行なってください。

Mac OS X 10.4/10.5
11TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド
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NOTE

･ [ システム設定 ] 欄の [ デフォルトの出力 ] で「Yamaha
Steinberg FW」を選択すると、各種オーディオプレーヤー
ソフトウェア (iTunes など ) のオーディオを、お使いの
n8/n12から出力できます。 

1 OS がインストールされているハードディスク ( 通常
Macintosh HD) から [アプリケーション ]→ [ ユー
ティリティ ]を開き、[Audio MIDI 設定 ] をダブルク
リックします。
「オーディオ装置」画面が表示されます。 

2 オーディオ装置のリストから「Yamaha Steinberg
FW」を選びます。
現在のオーディオの設定が画面の右側に表示されます。

NOTE

･「オーディオ装置」画面の左下にある[アクション]メニュー
（歯車のアイコン）で [ このサウンド出力装置を使用] を選
択すると、各種オーディオプレーヤーソフトウェア
(iTunes など) のオーディオを、お使いの n8/n12から出
力できます。

ソフトウェアのアンインストール

TOOLS for n Version2をアンインストールするには、以下
の2つのソフトウェアを削除してください。
・Yamaha Steinberg FW Driver
・n Extension

以下のフォルダーおよびファイルを起動ディスク (通常は
Macintosh HD) から削除してください。
/ アプリケーション/Yamaha/FWDriver/

Yamaha Steinberg FW Control Panel.app
YamahaFWCM.app

/ システム/ ライブラリ /Extensions/
YamahaFWAudioDriver.kext

/ システム/ ライブラリ /Frameworks/
YamahaFWEnabler.framework

/ ユーザ/{user 名 }/ライブラリ /Preference/
com.yamaha.YamahaFWCM.plist

/ ライブラリ /Application Support/Yamaha/FWDriver/HAL/
YamahaFWHAL.bundle

/ ライブラリ /Audio/MIDI Devices/Yamaha/Images/
FW_10000D.tiff
FW_10000E.tiff
FW_110006.tiff
FW_110007.tiff
FW_110008.tiff
FW_110009.tiff

/ ライブラリ /Audio/MIDI Drivers/
YamahaFWMIDI.plugin

/ ライブラリ /LaunchAgents/
com.yamaha.YamahaFWCM.plist

/ ライブラリ /PreferencePanes/
Yamaha Steinberg FW.prefPane

/ ライブラリ /Preferences/
com.yamaha.FWDriver.plist

/ ライブラリ /Receipts/
YamahaFWAudioDriver.pkg
YamahaFWCM.pkg
YamahaFWCP.pkg
YamahaFWDriverplist.pkg
YamahaFWEnabler.pkg
YamahaFWHAL.pkg
YamahaFWMIDIIcon.pkg
YamahaFWMIDIPlugIn.pkg

*「{user 名 }」はインストールしたときのアカウント名です。

以下のフォルダーおよびファイルを起動ディスク ( 通常は
Macintosh HD) から削除してください。
/ ライブラリ /Application Support/Steinberg/Components/

yamaha_n.bundle
yamaha_n_u.bundle

/ ライブラリ /Application Support/Steinberg/Project Template/
Yamaha n8multi channel recording.cpr
Yamaha n8 stereo channel recording.cpr
Yamaha n12 multi channel recording (5.1).cpr
Yamaha n12 multi channel recording.cpr
Yamaha n12 stereo channel recording (5.1).cpr
Yamaha n12 stereo channel recording.cpr

以上でTOOLS for n Version2のアンインストールは完了です。

Mac OS X 10.6

Yamaha Steinberg FW Driverの削除

n Extension の削除
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド



インストール後の設定変更 
Yamaha Steinberg FW Driver のコントロールパネルを使用して、n8/n12 の基本的な設定を行ないます。コントロールパネルに
は、General 画面、n8/n12 設定画面、About 画面など複数の画面が用意されており、サンプリング周波数やワードクロックソース
の設定などの各種設定が行なえます。設定した内容は、すぐに n8/n12 に反映されます。

■コントロールパネルの表示方法
Windows
･ Cubase上のデバイス設定画面 ([ デバイス ] → [ デバイス設定 ]) の「デバイス欄」で「Yamaha Steinberg FW ASIO」を選

択し、右側に表示される「コントロールパネル」から表示
･ タスクバーの通知領域に表示されるドライバーアイコンをダブルクリックするか、右クリックして、「Control Panel」を選択

･ [ スタート ] → [ コントロールパネル ] → [ ハードウェアとサウンド ] → [Yamaha Steinberg FW Driver] から表示

Macintosh
･ [ システム環境設定 ] から [Yamaha Steinberg FW] を選択
･ (Mac OS X 10.4/10.5)「Audio MIDI 設定」([ アプリケーション ] フォルダ→ [ ユーティリティ ] フォルダ→ Audio MIDI

設定 ) の「プロパティ」で「Yamaha Steinberg FW」を選択→「装置を設定」/「装置を構成」をクリック。
･ (Mac OS X 10.6)「Audio MIDI 設定」の「オーディオ装置」画面で「Yamaha Steinberg FW」を選択→画面左下の「アク

ション」メニューで [ 装置を設定 ...] を選択
･ Cubaseシリーズ4.5以降をお使いの場合は、デバイス設定画面([ デバイス ] → [ デバイス設定 ]) の「デバイス欄」で「Yamaha

Steinberg FW」を選択→画面の右側に表示される「コントロールパネル」ボタンをクリック→「CoreAudio Device Settings」
画面の「Open Config App」ボタンをクリック

NOTE

･ 以降の説明は、Windows 版のコントロールパネルを使って説明を行ないますが、Macintoshでも基本的な操作は同じです。

■パラメーターの名称と機能

共通項目

1 タブ
画面を切り替えます。
コントロールパネルを閉じるには、Windows では画面右
上の [X]( 閉じる )、Macintosh では画面左上の (x) をク
リックします。

NOTE

･ 複数のYamaha Steinberg FWDriver 対応機器を接続し
ている場合は、それぞれの機器に対応する画面のタブが表
示されます。同じ機種を複数接続しているときは、それぞ
れの機器を識別するために、タブ上の機器名の末尾に番号
が付加されます。詳しくは、16 ページをご参照ください。

General 画面

1 Sample Rate
n8/n12 が動作するサンプリング周波数を 44.1kHz、
48kHz、88.2kHz、96kHzの中から選択します。

2 WORD CLOCKMaster
複数の Yamaha Steinberg FW Driver 対応機器を使用
しているときに、ワードクロックマスターとなる機器を選
択します。

3 Clock Source
ワードクロックマスターで設定した機器の、ワードクロッ
ク信号の送信元 ( ワードクロックソース ) を選択します。
n8/n12 のワードクロックソースは Internal（n8/n12
の内蔵クロック）のみです。

インストール後の設定変更

ドライバーアイコン

1 1
2
3

4

7

5

6

8 9
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4 ASIO Buffer Size (Windowsのみ )
ASIO ドライバーのバッファーサイズを設定します。

5 Input Latency/Output Latency (Windowsのみ)
オーディオ入出力信号の遅延時間 ( レイテンシー) がミリ
秒単位で表示されます。レイテンシーの値は、ASIO ドラ
イバーのバッファーサイズに応じて変化します。バッ
ファーサイズの設定値を低くするほど、レイテンシーの値
が下がります。

6 Enable MMCSS (Windows Vista/7 のみ )
Windows Vista/7 上で、プログラムのパフォーマンス
を向上させる「MMCSS(Multimedia Class Scheduler
Service)」を有効にするか、無効にするかを切り替えま
す。チェックボタンをオンにするとMMCSS が有効にな
り、ドライバーのパフォーマンスが向上します。

NOTE

･ お使いのアプリケーションによっては、MMCSS を有効に
するとノイズが発生するなどの問題が生じる場合がありま
す。このような場合は、チェックボタンをオフにして
MMCSS を無効にしてください。

7 Audio Routing (Windows のみ )
クリックするとWDMAudio Routing画面が表示されま
す。この画面では、Windows 標準の WDM Audio ドラ
イバーで使用する入出力端子を選択します。画面内の上側
のボックスで対象となる機器 ( 複数の Yamaha Stein-
berg FW Driver 対応機器を接続している場合のみ使用)、
下側のボックスで入出力端子を選択します。

NOTE

･ WDMAudio ドライバーのデバイス名は、「Yamaha Stein-
berg FW WDMAudio」です。ここでは、コンピューター
に信号を入力する端子、および、コンピューターからの出
力信号を送る端子を指定します。入力は、ステレオです。出
力は、マルチチャンネル (6 チャンネル) で、出力ポートの
設定で指定したチャンネルからの連続した6 チャンネルに
信号を出力できます。

･ n12のサラウンドモニターを利用する場合は、出力ポート
に、Monitor L/Rを設定してください。

8 Place icon in the taskbar (Windowsのみ )
クリックしてチェックを入れると、タスクバーの通知領域
にドライバーアイコンが表示されます。

9 Reset Device Number
複数の Yamaha Steinberg FW Driver 対応機器をコン
ピューターへ接続している場合に、DAW 上で表示される
機器の順番をリセットします。詳しくは、16ページをご
参照ください。

n8/n12画面

1 Firmware Version
IEEE1394 ファームウェアのバージョンを表示します。
[Check for Updates]をクリックすると、最新のソフト
ウェアがダウンロード可能なホームページが表示されま
す。

2 Identify
クリックすると、現在操作しているn8/n12の CUBASE
READY インジケーターが点滅します。複数の n8/n12
を接続している場合に、ランプの点滅で操作対象の機器を
確認できます。

About 画面

Yamaha Steinberg FW Driverのバージョンを表示します。

2

1
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インストール後の設定変更 
ワードクロックについて
デジタルオーディオの世界では、「ワードクロック」と呼
ばれる信号を使ってオーディオ信号の処理タイミングを
同期させています。ワードクロック信号が正常にやり取り
されていない場合は、たとえ両方の機器が同じサンプリン
グ周波数に設定されていても、処理タイミングの微妙なず
れにより、正常に信号が送受信できなかったり、クリック
ノイズの原因となったりします。
通常は1 台の機器がワードクロック信号を送信し、その他
の機器は受信したワードクロック信号に同期してデジタ
ルオーディオ信号を処理します。このワードクロックの送
信側となる機器を「ワードクロックマスター」、受信側と
なる機器を「ワードクロックスレーブ」と呼びます。
Yamaha Steinberg FW Driver 対応機器によっては、外
部機器をワードクロックマスターとして動作可能 です。こ
のとき、Clock Sourceでワードクロック信号の送信元
( ワードクロックソース ) を選択します。

オーディオドライバーのバッファーサイズの設定について
DAW ソフトウェアなどのアプリケーションを使用中に、
ノイズが発生するなどオーディオデータを正しく録音 /再
生できないことがあります。この場合、バッファーサイズ
( オーディオバッファサイズ ) を調整することで改善でき
ることがあります。バッファーサイズは、通常、アプリ
ケーションのオーディオドライバーの設定画面で調整し
ます。(Windows の ASIO 対応アプリケーションでは、
Yamaha Steinberg FW Driverのコントロールパネルの
ASIO Buffer Size で調整します。)
バッファーサイズを大きくすると、コンピューターのCPU
への負荷を軽減できますが、オーディオデータの録音 /再
生時にレイテンシー ( 遅延 ) が大きくなります。逆にバッ
ファーサイズが小さすぎると、録音 /再生時にノイズが発
生したり、一時的に音切れしたりする場合があります。
なお、適切なバッファーサイズは、お使いのコンピュー
ターの性能や使用状況 (DAW ソフトウェアで録音 / 再生
しているオーディオ/MIDIトラック数や使用しているプラ
グインソフトウェア数など ) によって異なります。
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複数の Yamaha Steinberg FW Driver対応機器を使用する 
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Yamaha Steinberg FW Driver 対応機器 は、最大 3 台まで同
時に使用できます。IEEE1394 ケーブルを使ってデイジーチェー
ン接続を行なうことで、手軽に制作システムをアップグレードで
きます。

NOTE

･ サンプリング周波数が 88.2kHz/96kHz のときは、同時使用
の上限が 2台までとなりますのでご注意ください。3 台をデイ
ジーチェーン接続した場合でも、ワードクロックマスターに設
定している機器を除いて、コンピューターに認識された順番が
一番遅い機器（ページ右側を参照）は使用できません。

･ コンピューターに複数の IEEE1394 インターフェースを装着
している場合でも、いずれか 1つのIEEE1394インターフェー
スに、すべての機器をデイジーチェーン接続してください。別々
の IEEE1394 インターフェースに機器を接続すると、そのう
ち1 つの IEEE1394インターフェースに接続されている機器
しか認識されません。

複数のYamaha Steinberg FW Driver 対応機器を接続している
場合、Cubase 上などで表示される機器の順番は、電源をオフに
しても保持され、接続していたすべての機器の電源をオンにした
ときに再現されます。この順番は、機器をコンピューターにはじ
めて接続した順になります。また、同じ機種を複数接続している
ときは、それぞれの機器を識別するために、表示される機器名の
末尾に番号が付加されます。この番号も、機器をコンピューター
にはじめて接続したときに順に割り当てられ、一度番号がつけら
れると、電源をオフにしたり、一部の機器のみ接続を外しても変
わりません。これらの Cubase 上などで表示される機器の順番
や、付加される番号は、次の方法でリセットすることができます。 

1 コンピューターに接続しているすべてのYamaha
Steinberg FW Driver 対応機器の電源をオフにし、
コンピューターと接続しているケーブルを外します。 

2 Yamaha Steinberg FW Driver コントロールパネ
ルを起動し、General画面を表示させます。 

3 右下の [Reset Device Number] をクリックしま
す。

NOTE

･ 1台でも電源がオンになっている場合、[Reset Device Num-
ber] はグレー表示となり、クリックできません。 

4 認識させたい順番にYamaha Steinberg FWDriver
対応機器をコンピューターにデイジーチェーン接続しま
す。 

5 コンピューターに最初に接続したYamaha Steinberg
FW Driver対応機器の電源をオンにします。
コンピューターが機器を認識すると、その機器に対応す
る画面がコントロールパネルに表示されます。表示が変
わるまでしばらくお待ちください。 

6 同じ要領で 2 番目に接続した Yamaha Steinberg
FW Driver 対応機器の電源をオンにします。
機器が認識されると、コントロールパネルに 2 台目の
機器に対応する画面が表示されます。3台目の機器があ
る場合も、同じ要領で認識させてください。
必要に応じて、General画面のWORD CLOCKMaster
欄で、ワードクロックマスターとなる機器を選択しま
す。

複数のYamaha Steinberg FW Driver対応機器を使用する

1

2

IEEE1394端子

n8/n12

MOTIF XSシリーズ

MOTIF-RACK XS
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Windows環境でオーディオデータを扱う場合のヒント 
Windows 環境でオーディオ機能を十分にお使いいただくために、以下の設定を行なうことをおすすめします。これらの設定をするこ
とで、再生音が途切れたりノイズが出たりする現象を低減できます。

● ハードディスクの DMAモード ( 高速に転送するモー
ド ) を有効にする

Windows 7の場合
[ コントロールパネル ] → [ ハードウェアとサウンド ] → [ デバイ
スマネージャ ] →「IDE ATA/ATAPI コントローラ」の「ATA
Channel 0」をダブルクリックし、[ 詳細設定 ] を開きます。「デ
バイスのプロパティ」の「DMA を有効にする」にチェックを入
れます。

Windows Vista の場合
[ コントロールパネル ] → [ デバイスマネージャ ] ( →「ユーザー
アカウント制御」画面で [ 続行 ]) →「IDE ATA/ATAPI コント
ローラ」の「ATA Channel 0」をダブルクリックし、[詳細設定
] を開きます。「デバイスのプロパティ」の「DMAを有効にする」
にチェックを入れます。

Windows XPの場合
[ コントロールパネル] → [システム ]→ [ハードウェア ] →[ デバ
イスマネージャ ] →「IDE ATA/ATAPI コントローラ」の「プラ
イマリ IDEチャネル」と「セカンダリ IDEチャネル」をダブルク
リックし、[詳細設定 ]を開きます。「デバイス」の「転送モード」
を「DMA ( 使用可能な場合 ) 」に設定します。

● プロセッサのスケジュールを「バックグラウンドサー
ビス優先」に設定する

Windows 7の場合
[ コントロールパネル ] → [ システムとセキュリティー ] → [ シス
テム ] →画面左上の [ システムの詳細設定 ] → [ 詳細設定 ] →「パ
フォーマンス」で [ 設定 ] → [ 詳細設定 ] →「プロセッサのスケ
ジュール」で「バックグラウンドサービス」の左側にあるラジオ
ボタンにチェックを入れます。

Windows Vista の場合
[ コントロールパネル ] →画面左上の [ システムの詳細設定 ] ( →
「ユーザーアカウント制御」画面で［続行］) → [ 詳細設定 ] →「パ
フォーマンス」で [ 設定 ] → [ 詳細設定 ] →「プロセッサのスケ
ジュール」で「バックグラウンドサービス」の左側にあるラジオ
ボタンにチェックを入れます。

Windows XPの場合
[ コントロールパネル ]→ [ システム ] →[ 詳細設定 ] →「パフォー
マンス」で [設定] → [詳細設定 ] を開き「プロセッサのスケジュー
ル」で「バックグラウンドサービス」の左側にあるラジオボタン
にチェックを入れます。

● 視覚効果を「パフォーマンスを優先する」に設定する

Windows 7の場合
[ コントロールパネル ] → [ システムとセキュリティー ] → [ シス
テム ] →画面左上の [ システムの詳細設定 ] → [ 詳細設定 ] →「パ
フォーマンス」で「設定」→ [ 視覚効果 ] を開き「パフォーマン
スを優先する」の左側にあるラジオボタンにチェックを入れます。

Windows Vista の場合
[ コントロールパネル ] →画面左上の [ システムの詳細設定 ] ( →
「ユーザーアカウント制御」画面で［続行］) → [ 詳細設定 ] →「パ
フォーマンス」で [ 設定 ] → [ 視覚効果 ] を開き「パフォーマンス
を優先する」の左側にあるラジオボタンにチェックを入れます。

Windows XPの場合
[ コントロールパネル ] →[ システム ] → [詳細設定 ] →「パフォー
マンス」で [ 設定 ] → [ 視覚効果 ] を開き「パフォーマンスを優先
する」の左側にあるラジオボタンにチェックを入れます。

● リモートアシスタンスをオフにする

Windows 7の場合
[ コントロールパネル ]→ [ システムとセキュリティー]→ [ シス
テム ] →画面左上の [ リモートの詳細設定 ] → [ リモート ] を開
き、「リモートアシスタンス」のチェックを外します。

Windows Vista の場合
[ コントロールパネル ] → [ システム ] →画面左上の [ リモートの
設定 ] ( →「ユーザーアカウント制御」画面で［続行］) → [ リモー
ト ] を開き、「リモートアシスタンス」のチェックを外します。

Windows XPの場合
[ コントロールパネル ] → [ システム ] → [ リモート ] を開き、「リ
モートアシスタンス」のチェックを外します。

● クラシックスタートメニューにする

Windows XP/Vista の場合
タスクバーを右クリック→ [ プロパティ] → [ スタート ] メニュー
を開き、「クラシック [ スタート ] メニュー」の左側にあるラジオ
ボタンにチェックを入れます。

● メニューとヒントのアニメーション化をオフにする

Windows 7の場合
[ コントロールパネル ] → [ コンピューターの簡単操作 ] → [ コン
ピューターの簡単操作センター ] →「コンピューターでの作業に
集中しやすくします」→「時間制限と明滅画像を調整します」の
「必要のないアニメーションは無効にします」にチェックを入れま
す。

Windows Vista の場合
[ コントロールパネル ] → [ コンピュータの簡単操作センター ] →
「タスクに集中しやすくします」→「時間制限と明滅画像を調整し
ます」の「必要のないアニメーションは無効にします」にチェッ
クを入れます。

Windows XPの場合
[ コントロールパネル ] → [ 画面 ] → [ デザイン ] → [ 効果 ] を開
き、[ 次のアニメーションの効果をメニューとヒントに使用する ]
のチェックを外します。

● Speed StepTMをオフにする
n8/n12取扱説明書の「困ったときは ?」をご参照ください。

● DAW ソフトウェア使用時にインターネットに接続し
ない

[ コントロールパネル ] → [ ネットワークと共有センター ]/[ ネッ
トワーク接続 ] →表示される接続のアイコンを右クリックし、「無
効にする」を選択します。

Windows環境でオーディオデータを扱う場合のヒント
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トラブルシューティング 
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■ エラーメッセージが表示された場合
n8/n12取扱説明書の「エラーメッセージ一覧」をご参照ください。

■「音が出ない」「音がおかしい」などの場合
n8/n12取扱説明書の「困ったときは？」をチェックしてください。

トラブルシューティング
TOOLS for n Version2/Cubase AI インストールガイド



TOOLS for n Version2 のご使用条件 
弊社では本ソフトウェアのお客様によるご使用およびお客様へのアフターサービスについて、＜ソフトウェア使用許諾契約＞を設けさせていた
だいており、お客様が下記条項にご同意いただいた場合にのみご使用いただけます。
本ソフトウェアのディスクの包装を解かれた場合は下記条項にご同意いただけたものとさせていただきますので、下記条項を充分お読みの上開
封してください。ご同意いただけない場合は、インストール、コピー、その他のご使用はおやめください。

ソフトウェア使用許諾契約

1.著作権および使用許諾
弊社はお客様に対し、ソフトウェアプログラムおよびデータファイル
（以下「本ソフトウェア」といいます。）を使用する権利を許諾します。
本契約条項は、今後お客様に一定の条件付きで配布され得る本ソフト
ウェアのバージョンアッププログラム、データファイルにも適用され
るものとします。本ソフトウェアの権利およびその著作権は、弊社ま
たは弊社のライセンサーが有します。本ソフトウェアの使用によって
作成されたデータの権利はお客様が取得しますが、本ソフトウェアは、
関連する著作権法規のもとで保護されています。
･ お客様ご自身が一時に一台のコンピューターにおいてのみ使用する
ことができます。

･ バックアップが許されているものは、バックアップをとる目的での
み、機械で読み取れる形式での本ソフトウェアのコピーを作成する
ことができます。ただし、そのバックアップコピーには本ソフトウェ
アに表示されている弊社の著作権の表示や他の権利帰属についての
説明文もコピーしてください。

･ お客様は、製品本体を第三者に譲渡する場合に限り、付属品である
本ソフトウェアを使用する権利を、同じ第三者に譲渡できます。た
だし、お客様が本ソフトウェアのコピーを保持せず、かつ譲受人が
本契約条項に同意する場合に限られます。

2. 使用制限

(1) 本ソフトウェアの使用にあたっては、次のことを遵守してください。
･ 本ソフトウェアには著作権があり、その保護のため、お客様が本ソ
フトウェアを逆コンパイル、逆アセンブル、リバース・エンジニア
リング、またはその他のいかなる方法によっても、人間が感得でき
る形にすることは許されません。

･ 本ソフトウェアの全体または一部を複製、修正、改変、賃貸、リー
ス、頒布または本ソフトウェアの内容に基づいて二次的著作物をつ
くることは許されません。

･ 本ソフトウェアをネットワークを通して別のコンピューターに伝送
したり、ネットワークで他のコンピューターと共有することは許さ
れません。

･ 本ソフトウェアを使用して、違法なデータや公序良俗に反するデー
タを配信することは許されません。

･ 弊社の許可無く本ソフトウェアの使用を前提としたサービスを立ち
上げることは許されません。

(2) 楽曲用MIDI データ等、本ソフトウェアにより使用または入手でき
る著作権曲については次のことを遵守してください。
･ 本ソフトウェアの使用によって得られたデータを著作権者の許可な
く営業目的で使用することは許されません。

･ 本ソフトウェアの使用によって得られたデータを著作権者の許可な
く複製、転送または配信したり、または不特定多数にむけて再生お
よび演奏することは許されません。

･ 本ソフトウェアの使用によって入手できるデータの暗号を著作権者
の許可無く解除したり、電子透かしを改変したりすることは許され
ません。

3.  終了
本契約はお客様が本ソフトウェアをお受け取りになった日に発効しま
す。本契約は、お客様が著作権法または本契約条項に１つでも違反さ
れたときは、弊社からの終了通知がなくても自動的に終了するものと
します。その場合には、ただちに本ソフトウェアとそれに関するドキュ
メンテーション、およびそれらのコピーをすべて廃棄しなければなり
ません。

4. 製品の保証  

本ソフトウェアがディスク等の媒体で販売された場合や、ディスク等
の媒体で製品に同梱された場合には、弊社は、お客様が本ソフトウェ
アをお受け取りになった日から 14 日間に限り（お受け取りの日は、受
領書の写しで証明される日とします）、媒体に物理的な欠陥があった場
合には、その原因が事故、乱用、誤用など弊社の責に帰さない事由に
よる場合を除き、無償で同種の良品と交換させていただきます。弊社
はそれ以上の保証はいたしません。

5. 本ソフトウェアに関する保証
本ソフトウェアのご使用についての一切のリスクはお客様のご負担と
なります。
本ソフトウェアの商品性、特定の目的への適合性、第三者の権利を侵
害しないことの保証は明示であると黙示であるとを問わず、一切いた
しません。特にお客様の目的に適合することや、ソフトウェアの操作
が中断されないことやソフトウェアの欠陥や瑕疵が修正されることの
保証はいたしません。

6. 責任の制限
弊社の義務は、お客様に本契約条項の条件で本ソフトウェアの使用を
許諾することがすべてです。
弊社は、本ソフトウェアの使用、誤用またはそれを使用できなかった
ことにより生じた直接的、派生的、付随的または間接的損害（データ
の破損、営業上の利益の損失、業務の中断、営業情報の損失などによ
る損害を含む）については、通常もしくは特別の損害に拘わらず、た
とえそのような損害の発生の可能性について予め知らされた場合で
も、一切責任を負いません。すべての損害、損失、契約や違法行為等
に対する訴訟申立てについて、いかなる場合も、お客様に対する弊社
の責任は、お客様が本ソフトウェアの購入のために支払った金額を越
えることはありません。

7. 第三者のソフトウェア
弊社は、本ソフトウェアとともに、第三者のプログラム、データファ
イルおよびそれに関するドキュメンテーション（以下「第三者ソフト
ウェア」といいます）を提供する場合があります。別の規定に従い取
り扱われるべき旨の記載が、本ソフトウェア付随のマニュアルに記載
されている場合には、本契約条項にかかわらず、その別の規定に従い
取り扱われるものとし、弊社によるアフターサービスおよび保証など
については、以下の規定が適用されるものとします。
･ 弊社は、第三者ソフトウェアに関しての操作方法、瑕疵その他に関
してアフターサービスを提供するものではありません。

･ 弊社は、明示であると黙示であるとを問わず、第三者ソフトウェア
の商品性、および特定目的に対する適合性の保証その他一切の保証
をいたしません。第三者ソフトウェアの使用もしくは機能から生じ
るすべての危険は、お客様の負担となります。

･ 弊社は、第三者ソフ卜ウェアの使用、誤用、またはそれを使用でき
なかったことにより生じた直接的、派生的、付随的または間接的損
害（データの破損、営業上の利益の損失、業務の中断、営業情報の
損失などによる損害を含む）については、通常もしくは特別の損害
に拘わらず、たとえそのような損害の発生があることについて予め
知らされた場合でも、一切責任を負いません。

8. 一般事項
本契約条項は、弊社の権限ある者の署名のある書面によらない限り、
改訂することはできません。
本契約条項は、日本法の適用を受け、日本法に基づいて解釈されるも
のとします。本契約に関し紛争が生じた場合には東京地方裁判所を専
属管轄裁判所とします。
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